
ビジュアルスタイル：マガジンレイアウト風

全面写真＋大見出しの表紙を作り、以降は2
カラムでテキストと写真を配置する雑誌風に
する

ビジュアルスタイル：インフォグラフィック重視

フラットデザインでパステルカラーの図表や
アイコンを全面に押し出し、テキストは要点
のみにする

ビジュアルスタイル：写真ビジュアル重視（フォトスライド）

各スライドをフルスクリーンの写真背景に
し、その上にキャッチコピーを1行だけ大き
く配置

ビジュアルスタイル：モノトーン・アクセントカラー

全体はモノトーンで、見出しや強調箇所にだ
けコーポレートカラー(#02b802)を使用して
メリハリをつける

ビジュアルスタイル：ミニマリスト（Apple風）

Apple風のミニマルなデザインで、白背景に
余白をたっぷり使い、Helvetica系フォント
でテキストは極力減らす
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ビジュアルスタイル：

手書きメモのようなラフな雰囲気で、クレヨ
ン風の線画イラストと手書き風フォントを使
用

ビジュアルスタイル：手書き風カジュアル（親しみやすい）

手書きメモのようなラフな雰囲気で、クレヨ
ン風の線画イラストと手書き風フォントを使
用

ビジュアルスタイル：和風モダン（日本的美意識）

和風モダンなデザインで、墨の濃淡を活かし
た黒背景に朱色アクセントを使用。縦書きテ
キストを取り入れる

ビジュアルスタイル：ラグジュアリー（高級ダーク系）

深いネイビー背景にゴールドの文字、飾り罫
線や微かな光沢効果を入れ、エレガントな明
朝体を使用

ビジュアルスタイル：ホワイトボード＋落書き

まるでホワイトボードに自由に落書きしたよ
うなスライドに。手描き風の文字と矢印、付
箋風の枠を配置
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コミック・マンガ風

画面をコマ割りにし、吹き出し内にセリフを
配置。効果音やスピード線などマンガの演出
を入れる

ビジュアルスタイル：レトロフューチャー（80年代風）

80年代レトロフューチャー風に、黒背景に
ピンク＆シアンのネオン発光テキスト。グリ
ッド模様の背景を用いる

ビジュアルスタイル：ポップ＆カラフル（子供向け）

小学生にも楽しめるよう、虹色のカラフル配
色と丸みのあるフォントで、イラストやアイ
コンを豊富に入れる

ビジュアルスタイル：キャラクター解説

「ChatGPTちゃん（ソースに追加）」のキャ
ラクターが優しく解説。手書きイラスト風で
フレンドリー。

ビジュアルスタイル：エコ＆ナチュラル

緑系グラデーション背景に葉っぱや木のモチ
ーフを配置。手描き風の曲線やアイコンを用
い、温かみある配色にする
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演出技法：ユーモア・親近感演出

『よくある誤解』をテーマに、コミカルなイ
ラストと共に短いジョークや自虐的漫画を入
れる

演出技法：ストーリーボード語り

『主人公が抱える課題』から始まり『変化と
成果』『未来への展望』で締める流れにする

演出技法：テンプレート一貫性

見出しはゴシック24pt、本文は18pt、強調
は赤太字、余白20%以上で全スライド統一す
る

演出技法：高橋メソッド

各スライドには超特大文字で短いフレーズの
み表示し、図表や箇条書きは一切使わない

ビジュアルスタイル：ヴィンテージ（ノスタルジック）

古紙風の背景に、タイプライター体フォント
で文字を配置。昔の写真風モノクロ画像を取
り入れる
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スライド構成法：Q&A構成

想定される質問と回答を交互に示す構成に
し、Qを大きく表示した次にAを出す

スライド構成法：ケーススタディ

スライド構成法：タイムライン構成

『2015年1月→2025年11月』という軸の年表
を作り、その詳細を順に解説する構成にする

スライド構成法：ヒーローズジャーニー

ヒーローズジャーニーの型、現状紹介→課題
提起→挑戦宣言→苦闘→成果→展望の6段階
でスライドを配置する

スライド構成法：ピッチデック構成
新規事業提案として10枚構成のスライドを作成。各スライドは
①短いタイトル②要点3つ以内③図解・ビジュアル指示④話す
ときの一言（20秒）で構成し、①結論②課題③現状の限界④解
決策⑤価値⑥市場⑦競合優位⑧ビジネスモデル⑨実績⑩次アク
ション。1枚1メッセージ、余白多め、専門用語は簡単に説明。

ケーススタディ構成にします。1枚目で課題、2
枚目で図解入りの解決策、3枚目で成果を数字
入りで強調する構成にする。これを複数回繰り
返してください。
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スライド構成テクニック：USPに基づき作成

スライド構成テクニック：デザインガイドライン

スライド構成テクニック：Before/After

左にBefore、右にAfterを対応付けて配置
し、別のスライドで他社との機能比較表を作
る。

スライド構成テクニック：文字なしスライド

文字なしスライド、優しい手書き風、パステルア
ート、30～50代女性向け。
※ブログの挿絵・絵本などに

スライド構成テクニック：1ソース構築法

（これはプロンプトではありません）
複数ソースでスライドを作ると論点がブレます。
①複数ソース→②チャット欄でまとめてメモ化
→③メモをソースに変換→④スライド化

（情報ソースにテンプレートスライドを入れ
て）テンプレートに基づいて、スライドを作
成してください。

（「私のUSP（独自の強み・魅力）」をソース
に入れて）私のUSPに基づき、〇〇を伝える
スライドを作成して
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